






 

小児の高脂血症に対する 1つの誘発因子として肥満が考えられている。今回,小児高脂血症

の程度を脂質のみならず,アポ A-Ⅰ,アポ B の面より検討すべく,肥満児と正常体重者とで

調査した。 

 低比重リボ蛋白(LDL)の主体となるアポ蛋白は,アポ Bであり,最近では,高アポ B血症も

動脈硬化の発生に重要であると推定されている。また,高比重リポ蛋白(HDL)の主要アポ蛋

白は A-Ⅰであることからも,脂質とアポ蛋白の両面からも検討することは重要であると考

えられる。 

 更に,家族性高コレステロール血症,あるいは遺伝性高コレステロール血症の検索を臍帯

血で実施する場合,どの様な指標が有用かこの様な意味からも,アポ蛋白 A-Ⅰ,B について

測定したので,ここにその成績をまとめてみる。 


